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行動・活動制限の状況

バングラデシュ：ビジネス活動正常化に向けた基本情報 （2021年9月20日時点）

経済活動制限

現状の制限や規制

• オフィス操業可能、全産業、工場の稼働が可能。
• マーケットやモール、レストランなども営業可能

累計感染者数 1,544,238人

累計死亡者 累計回復者 新規感染（週
平均）

新規感染
傾向

27,251人 1,503,106人 1,696人 減少傾向

新規の経済対策

概要

特段なし

9月20日現在の数字 ※出所：バングラデシュ伝染病研究所

現地政府による主な経済対策

企業活動における状況と課題

日系企業

• ロックダウン下も多くの日系企業は操業を継続。
• 多くの日系企業の駐在員が再渡航を行っている
が、バングラデシュにおいてコロナウイルスの感染
対策が大きな課題となっている。

• バングラデシュにおいて邦人が感染する事例もあ
り、感染時の医療体制についても、日系企業に
とって懸念事項の一つとなっている。現状の罹患
時の対応策としては、日本人駐在員が利用する
ことが多い病院での入院や自宅療養などが見ら
れる

• 出国時には、出発72時間以内に政府指定機
関にて実施した、PCR陰性証明書の提出等の
取得を行う必要がある。

現地・第三国企業

• ほぼすべてのオフィスや事業所は営業を再開して
いるが、在宅勤務の導入、時差出勤・分散出
勤の運営を行っている企業もある。

日本・海外からの入国制限

空港 国際線の一部利用可能

日本からの直行便

スリランカ、カタール、トルコ等経由にて往来可能。エミレー
ツが8月上旬から往来可能に。スリランカ、カタールは成田
発着、トルコは羽田発着。エミレーツは、成田または関西
発着。

臨時便・特別便

・シンガポール政府の規制により、バングラデシュから両
国への入国やトランジット利用は不可。またマレーシア
政府によるバングラデシュからの入国の規制により、両国
間のフライトがキャンセルされているもよう。
※入国規制やフライトスケジュールが頻繁に変更されて
おり、最新情報を航空会社へ確認する必要

空港再開／直行便

以下のURLを参照。
https://www.jetro.go.jp/world/covid-
19/asia/#page_01

日本人の入国 可

外務省渡航情報

レベル3：渡航は止めてください。
（渡航中止勧告）

制限措置・入境後の隔離措置等の概要

自宅等での14日間の自己隔離が必須

入国制限措置については外務省海外安全ホー
ムページを参照。

その他の経済対策および事業者支援策等は
以下のURLを参照。
https://www.jetro.go.jp/world/covid-
19/asia/#page_bd

主要経済指標

2020/21年度輸出額
（前年同期比）

2020/21年度
経済成長率（速報値）

15.1% 5.47%

https://www.jetro.go.jp/world/covid-19/asia/#page_01
https://www.anzen.mofa.go.jp/covid19/pdfhistory_world.html#Bangladesh1
https://www.jetro.go.jp/world/covid-19/asia/#page_bd

